
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

           のどにものがつまったとき 
食事のときに食べ物がうまく呑み込めないと、のどにつまらせてしまうことがあります。子どもの口の大きさは直径 3～4㎝く

らいなので、これより小さなものは食べ物以外の異物でも口の中に入れてしまいます。食べ物や異物を飲み込んで、のどにつま

ってしまったときは、窒息（呼吸ができない状態）となり、命にかかわる場合もありますので注意が必要です。 
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ほ け ん だ よ り 保健目標 

よく噛んで上手に 

飲み込みましょう 新しい一年がスタートしました。本年もよろしくお願いいたします。元気

に過ごすためには健康な心と体が必要です。食事、運動、睡眠のバランスを大

切にしていきましょう。今年一年、みなさんの毎日が元気で穏やかに過ごせ

ますように願っています。 

 

風邪をひいて鼻水が出るのを放っておく

と、鼻水の細菌が繁殖し、耳管を通って中耳

に侵入して中耳炎を起こすことがよくあり

ます。子どもは耳管が短く傾きがなだらかな

ため、鼻の中のウイルスや細菌が中耳に入り

やすく、中耳炎をおこしやすいのです。風邪

の診察のときに一緒に耳もみてもらうとい

いですね。 

和組道組の園児を対象に「セカンドステップ」

という効果研究に裏付けされた予防プログラム

を行っています。子どもたちが社会的言動を身に

つけることによって、自分を大切に思う心が高め

られ、問題行動を減らすことが目的です。 

レッスンは月 1回３０分間、カードやパペット

など教材を使いながら子どもたちが意見を言い

合ったり、実際にやってみたりの体験を通して社

会生活に必要なコミュニケーションの方法を楽

しく学んでいます。 

セカンドステップ 

喉に異物が入ったときは・・ 

意識がある場合はハイムリック法（後ろから抱きかか

え、みぞおちにこぶしをあて上に向かって押し上げる） 

乳児は背部叩打法（うつぶせにした乳児を片腕に乗せ、

背中を強くたたく）を行います。吐き出したものは、

顔を横に向けさせて口を開いてかきだしましょう。 

固形物をつまらせたとき

は・・ 
幼児の場合は、お腹を抱えて頭が

下になるように持ち上げ、背中を

平手でたたきます。 

乳児の場合は、股の下から手を入れ

て胸のあたりを支え、頭を下にして 

背中をたたきます。 

  特に気をつけたいもの 

◇薬のプラスチックシート 

◇ボタン電池 

◇水でふくらむビーズ 

（芳香剤、消臭剤、園芸用品など） 

 

子どもの耳は中耳炎になりやすい 
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